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今日はとっても嬉しいことがありました。それは「欠席０」です。中番小
学校全校生 128 名が全員揃いました。何とも嬉しい限りです。誰一人、休む
ことなく全校生が登校してくれたこと、感無量です。偏に、保護者の皆様の
子供達へのあたたかい細やかな配慮、そして、絶え間ない支援の賜物と深く
感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 
昨日の朝会で、子供達の方に次のような話をしました。今日は、皆さんに

この中番小学校の学校教育目標について話をしたいと思います。この学校教
育目標とは、この中番小学校が目指すべき姿を言葉に表したものです。難し
い漢字がたくさんでてきます。平仮名は 24 文字しか出てきません。1 年生
にしてみれば読めない字が多いかもしれません。高学年にとっても読めない
漢字、読めても意味が分からない漢字があると思います。でも、どこかで見
た漢字、どこかで聞いたことがある言葉があると思います。こんな時、何が
大切か、それは、自分から読もうとすること、分かろうとすることが何より
大切なことです。読んで自分で考えること、想像することが重要です。（そ
う伝えてから、以下をスライドに映しました。そして、しばらく何も言わず、
一人一人が読む時間をとりました。） 

 
 
 
 
 
 
これがこの中番小学校の学校教育目標です。この目標は、中番小学校の皆さ

んがこれからの時代をどのように生きていくのか、どのように生きて欲しい
のかを考えたものです。この中番小学校の地域、小野市、兵庫県に留まらず、
もっと大きな意味で、日本を支え、さらに大きく世界で活躍する人になって
欲しいと願っているものです。少し説明しますね。これからの時代、皆さん
は益々世界と繋がっていきます。自分の周りだけの狭い場所に縮こまってい
てはだめなのです。もっと広い世界、そう、地球的（幅広い）視野に立つ必
要があります。日本という世界だけでは、これからはやってはいけません。
地球規模で物事を考えられる人になって欲しいと思います。そして、「志」、
これは、自分の夢や希望のこと、それに向かって力強く、その歩みを進めて
欲しいと願っています。しかし、自分の夢に向かっていく時、決して上手く
いくことばかりではありません、上手くいかないこともあるでしょう、そん
なことの方がずっと多いのかもしれません。でも、その時、諦めたり、止め
てしまったりせず、その辛いことや苦しいことに負けないで、折れないで、
しっかりと立ち直る「しなやかさ」が必要です。そして、もう一つ、それは
病気や怪我に負けない健康な「逞しい体」です。一番下の文章は、もう少し
だけ、その為に、頑張って欲しいことを書いています。それは、「自立」、自
分で考え、行動することです。その為には、生きた「学力」、やっぱり学習・
勉強は大事です。そして、色々な心があるけれど、その中で、真面目で嘘を
つかない誠実な「心」、元気で健やかな「体」を、しっかりと身に付けて欲し
いと願っています。これがこの中番小学校の学校教育目標です。皆さんが目
指すべきことなのです。この目標を実現させるために、「私に何ができるの
か」、「私は何をしなければならないのか」を、自分自身に問い続けていくこ
とになります。今日は、この中番小学校の学校教育目標についての話をしま
した。この学校教育目標を、皆さん一人一人が、この中番小学校で働く全て
の先生、職員が、この中番小学校に関わる全ての人が理解し、その実現に向
け、取り組んでいくことが大切だと校長先生は考えています。 
 中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

今日は「欠席０」。 元気が一番！ 目指すべき姿、学校教育目標!! 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 

地球的（幅広い）視野に立ち 

志高く しなやかに 逞しく 未来を生き抜く児童の育成 

―「自立」に向かう 生きた『学力』 誠実な『心』 健やかな『体』― 

中番小学校 学校教育目標 


